〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１０号
　平成２６年７月１１日第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２６年６月２５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２６年７月１１日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

不応招議員（なし）

平成２６年第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２６年７月１１日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　議員の辞職許可及び補欠選挙の結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　専決処分の報告について（報告第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第２号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議席の指定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第５　議案第　７号　坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　

　日程第６　議案第　８号　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

　　　　　　　　　　　　　部を改正する条例制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第７　議案第　９号　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を

　　　　　　　　　　　　　改正する条例制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第８　議案第１０号　財産の取得について（高規格救急自動車購入）　　　　　　　　　　　　　　

　日程第９　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　千代田　　直　　人　　　　　　　消防長　　　加　　藤　　公　　司

　　　管理者
　　　参　　与

　　（坂　　戸　　　小　　川　　泰　　人　　　　　　　次　　長　　　岡　　部　　久　　志
　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　副参与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副参与
　　（予防課長　　　髙　　橋　　義　　裕　　　　　　（指令課長　　　川　　野　　敬　　三

　　　事務取扱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務取扱）

　　　副参与
　　（鶴ヶ島　　　宇津木　　三十夫　　　　　　　庶務課長　　　寺　　田　　精　　一

消防署長

　　　事務取扱）

　　　警防課長　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　鹿ノ戸　　和　　弘　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　宮　　﨑　　準　　也

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成26年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日、平成26年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開催しましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中、ご出席いただきまして、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、お忙しい中、石川管理者並びに藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第であります。

　　本日は、「議案第７号　坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」をはじめ４議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決を賜りますとともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げ、開会の挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　直ちに本日の議事に入ります。

　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　５　番　　柴　　田　　文　　子　議員

　　６　番　　山　　中　　基　　充　議員

　の両議員を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りをいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成26年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　議員の辞職許可及び補欠選挙の結果について
　　　　　専決処分の報告について（報告第１号）
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第２号）
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、去る４月の23日、内田達浩議員、武井誠議員から、会議規則第73条第１項の規定に基づき、議員辞職願が提出されましたため、地方自治法第126条のただし書きの規定により、同日付をもって許可いたしましたので、会議規則第73条第２項の規定により報告いたします。

　　なお、辞職に伴い、組合規約第７条の規定により、補欠選挙の結果、４月23日付で宮﨑雅之議員、小川達夫議員が選出されました。今後、消防組合議会議員としてご活躍いただくわけでありますが、よろしくお願いしたいと思います。

　　次に、地方自治法第180条第２項の規定により、管理者から専決処分の報告がありましたので、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、監査委員より平成26年１月分から５月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議席の指定について
〇森田精一議長　日程第４・「議席の指定について」を行います。

　　坂戸市議会による消防組合議会議員の補欠選挙に伴い、新たに消防組合議員となられました議員の議席を、会議規則第３条第１項の規定により、議長において

　　７番、宮﨑雅之議員、８番、小川達夫議員と指定いたします。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時０３分

　　　　再開　午前１０時０４分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第７号～議案第１０号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第５・議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第８・議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第７号～議案第１０号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第５・議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第８・議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。

　　ただいま議題となっております議案第７号から議案第10号までの４件につきまして、一括して提案理由のご説明を申し上げます。

　　まず、議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、消防法施行令の一部を改正する政令が平成25年12月27日に公布されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。

　　改正内容につきましては、平成25年８月に京都府で発生した福知山花火大会露天爆発事故を踏まえ、対象火気器具等の取扱いに関する規定の整備のほか、屋外における催しの防火管理体制の構築を図るため、大規模な催しを主催する者に対して、防火担当者の選任、火災予防上必要な業務の計画の作成、届け出を義務づけするものとしたことから、本案を提出した次第であります。

　　次に、議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律が平成25年12月13日に公布・施行され、地域防災力を強化するため、地域コミュニティーの結びつきが強い女性消防団員を、坂戸市消防団と同様に鶴ヶ島市消防団へ採用し、消防団の充実強化、市民の防災意識の高揚及び地域における防災体制の強化を図るものでございます。

　　なお、改正内容につきましては、現在鶴ヶ島市消防団の定数53人を、７人増員して60人とするものでございます。

　　次に、議案第９号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、議案第８号でご説明申し上げたとおり、関係法律の整備により、消防団員の処遇改善を図るため、消防団員公務災害補償等責任共済に関する法律施行令の一部を改正する政令が平成26年３月７日に公布され、同年４月１日から施行されたことに伴い、所要の改正を行うものであります。

　　なお、改正内容につきましては、退職報償金の支給額を一律５万円引き上げるとともに、最低支給額を20万円とするものでございます。

　　次に、議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」でありますが、現在の車両は、坂戸消防署西分署の一線車両として、平成13年３月に稼働を開始してから13年が経過し、走行距離が17万キロを超えていることから、更新配備を計画し、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため、更新するものであります。

　　車両の仕様につきましては、高規格救急車専用シャシーにストレッチャーを積載するとともに、救急救命活動に対応するため、ビデオ喉頭鏡等の高度救命処置用資機材を積載いたしました。

　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月19日に開催されました坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして２社を選定し、５月30日の仕様説明会を経て、６月９日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した埼玉トヨタ自動車株式会社鶴ヶ島店と税込み価格3,097万4,400円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。

　　なお、納入期限につきましては、平成27年３月６日といたしたいと思います。

　　以上、議案第７号から議案第10号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第７号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第５・議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして質疑を行います。

　　ただいまご説明がございましたので、背景はよくわかりました。今後の施行の問題なのですけれども、第42条の２に、消防長は、祭礼、縁日、花火大会、そのほか多数の者の集合する屋外での催しのうち大規模なものとしてというふうに今定めてあるのですけれども、たしか聞いたところによると、大規模なものというのは、よさこい祭りの一つではないかと言われておりますが、やはりそのほかの一程度の規模のものについて、拡大解釈して対応していくという必要もあるのではないかというふうに、私、これを見させていただいて思ったのですが、この点についてはどのように検討なされたのでしょうか。

〇森田精一議長　髙橋予防課長、答弁。

〇髙橋義裕副参与（予防課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　はじめに、指定催しに該当する規模でございますが、主催する者が発表する１日の人出が10万人以上、かつ、露天等の数が100店舗を超える規模の催しとして計画されているものでございます。今回の改正で指定催しの対象となる事業につきましては、坂戸よさこいが規模的に見まして該当になってくるわけでございます。小規模の催しにつきまして、条例を拡大解釈することはできませんが、対象火気器具等を使用する露天等の開設がある場合には、罰則はございませんが、届け出と消火器の準備が義務づけられたものでございます。坂戸市の釈迦降誕祭やさかど産業まつり、鶴ヶ島の産業まつり等が該当になるものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村でございます。再質疑を行います。

　　ただいまご答弁いただきまして、やっぱりよさこいまつりが該当するお祭りだということで、条例をつくって、今後そういったお祭りが、出店するという大きなお祭りをやらない限り、小さなものというのは届け出と消火器の準備でいいのだというふうになっておりますが、やはり鶴ヶ島もカーニバルやっていますし、産業まつりも両市でやっています。お釈迦もそうですけれども、露天が出店するわけです。大きい小さいにかかわらず、一程度の準備と、心のそうした構えを持っていく必要があるのではないかなというふうに思いましたので、この点についてもう少し、罰則はないけれども、取り締まりとか、注意とかしたほうがいいのではないかというふうに思うのですが、関連で申しわけないですが、この点についてどのようにお考えでしょうか。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時１５分

　　　　再開　午前１０時１６分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　岡部次長、答弁。

〇岡部久志次長　お答え申し上げます。

　　ただいま指定催し以外の義務についてでございますが、議員さんのご指摘のとおり、火気対象器具を使用するほうにつきましては、消火器の準備、これにつきましてはその他の催し、指定催し、共通の義務ではございます。また、火気使用器具等を使用する露天商の開設につきましては、義務の届け出が生ずるわけでございます。そのほかにつきまして、これにつきましては花火大会事故以降、当消防本部におきましても管内の催し会場に職員を派遣をいたしまして、火気器具の使用方法、危険物の取扱い、消火器の設置状況等を確認し、指導をしてまいったところでございます。これにつきましては、今後も継続していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　それでは、質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第７号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件について質疑をさせていただきます。

　　ご説明にもございましたように、本案は鶴ヶ島市の中に女性消防団を結成をされるということで、人数からすると７名ということでございますけれども、消防団、鶴ヶ島にとっても初めてのことでもございますので、その概要と活動、また募集状況等についてお示しをいただきたいと思います。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　女性消防団員の活動についてでございますが、平常時の任務にありましては、各分団が対応する火災をはじめとする災害活動は基本的に行わず、火災予防、応急救護の推進、市民の防火防災意識の高揚など、女性の特性を生かしたソフト面の活動を主にその任務とし、大規模災害時には後方支援も実施するものと考えております。

　　また、募集方法につきましてでございますが、鶴ヶ島市の広報紙や当組合のホームページによる公募といたしまして、採用年齢や報酬等の処遇につきましては、条例の規定であります男性団員と同様に、採用対象を18歳以上45歳未満の方で鶴ヶ島市に在住または在勤の方を予定しているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。再質疑を行わせていただきます。

　　今のお答え、鶴ヶ島市ではなくて坂戸の女性消防団も、基本的には消防ポンプ車等を持たず、また詰所等も持たずに、そういった広報活動を中心に行われているというのは承知しておりまして、鶴ヶ島市の女性消防団もそのような形で行われるということでございました。

　　ただ、今消防団をめぐる環境というのは、かなりサラリーマン化が進んでいて、どうしても平日の出動できるメンバーの確保等に苦慮されているという現実もございまして、また今回鶴ヶ島でも６月は男女共同参画ウイークということで、そういった面で、そこにも鶴ヶ島の女性消防団がいよいよできますというコーナーがございまして、期待もあるわけでありますけれども、何が申し上げたいかというと、どちらかというと女性は女性の仕事をということで区切るのではなくて、体力的なものもありますけれども、例えば通常の消防団、鶴ヶ島においては団員確保、何とかできておりますが、今後はそういった普通の消防団に入っていくということで、男女の差別といいますか、なく取り組んでいかれるのか、そういった方向について最後にお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　女性消防団採用に係りまして男女の差別なくということでございますが、鶴ヶ島市消防団では現在、定数53名のところ、実員52名の欠員１名の状況であります。全国的に消防団員の人員確保が問題視される中、鶴ヶ島市消防団の近年における消防団員数の状況を見ましても、定数を満たす53名体制が続き、また欠員があっても１名というように比較的人員確保には恵まれた状態でございます。

　　女性消防団員を採用するに当たり、各分団への配属となりますと、１分団に１人あるいは２人と分散して配置することになりますことから、女性消防団員の特性を生かした活動が難しくなることが懸念されます。そのため、消防団の幹部とも検討した結果、当面の間は坂戸市消防団の女性消防団と同様に、団本部づけの女性部として活動することとし、大規模災害時の後方支援以外の現場活動は行わないものと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第８号につきまして質疑を行います。

　　ただいま出ましたけれども、鶴ヶ島市で７名女性消防団員を本部直属で配置を行うということで、私も女性の一人として、非常にこの点での採用はよかったなと。市民の方からもやはり、男性の方だけではなく女性の方もいると安心できるというような状況もあるのではないかと思いますが、この採用して配属の時期と、それから報酬も男女平等であるというふうに思いますが、この点についてはどのようにお考えでしょうか。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　採用の時期でございますが、本年８月に広報紙等を通じまして公募をする予定でございますが、その後、来年度４月１日採用を目指しまして事務を進めていく予定でございます。また、報酬等の条件でございますが、こちらにつきましても男性消防団員と同様の扱いとなるものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第８号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第７・議案第９号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第９号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして質疑を行います。

　　今回は、やはり大震災があったり非常にさまざまな風水害などから、国のほうから一定の水準に引き上げるということで政令改正が、法律改正がされて施行令が出されたということでございますけれども、これは坂戸・鶴ヶ島消防組合としては、退職一律５万円、最低支払い20万円というふうに聞いておりますけれども、これは全県に比較してどんな状態なのでしょうか、県の中で、まずお聞きしておきたいと思います。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　退職報償金の支給基準並びに全国との比較についてでございますが、退職報償金の支給及び制度の改正の統一については、退職報償金の支給は５年以上勤続して退団する消防団員に対しまして、階級、勤続年数に応じまして消防組合から支給されるものであります。その額は条例で定められ、政令の基準以上とされております。この制度につきましては、消防組合が退職報償金の掛金を消防団員等公務災害補償等共済基金に支払い、消防団員が退団した際に、政令で定める額の退職報償金が消防組合に支払われるものでございます。今回の退職報償金の支給額の改正につきましては、消防団員公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部改正によるものであります。よって、全国統一のものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　再質疑を行います。

　　ただいまの答弁でございますと、全国一律退職金だというふうに言われております。ただ、私のほうの調査によりますと、非常に大変な市町村は、こういった報償金も払われていない。いろいろ問題があってどんどん隊員が減っていくということで、やっぱり総務省のほうは、地方交付税に算入して報酬を支出していると。例えば団長は８万2,500円で、以下団員、最低でも３万6,500円の報酬を年額払うという規定のもとにこの退職報償金も決まるのではないかというふうに私は思ったので、各市町村、各組合ばらばらではないかと思ったのですが、みんな全国で一律でやっているならば、総務省が４月から調査してやっていく。これは、ちょっと退職報償金の問題なのですが、毎月の報酬が出るわけですから、それに基づいていくと思うのです、支出されていると。こういった地方交付税に基づいた、そうしますと報酬のほうの基礎、基礎の報酬なのですけれども、これは今申し上げましたように、団員１人当たり一番最低でも５万6,000円、３万6,500円、そして１回出動するごとに7,000円の手当ということが最低限地方交付税で算入されているのだというふうになっているのです。その基礎はしっかりとそうなっていますか。それで、それに基づいた報償金が支払われるというふうに思うのですけれども、この点について答弁をお願いしたいと思います。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　松村議員さんのご質問は、消防団員の報酬に係るものあるいは費用弁償に係るものと、そのように理解するところでございますが、今回申し上げました退職報償金につきましては、先ほど申し上げましたとおり、政令が定める基準額以上ということで、当組合におきましても条例でその額が定められているところでございます。また、報酬、費用弁償等につきましても、条例に基づき支給しているものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　再々質疑を行います。

　　退職報償金については、この条例どおり今後支給して、全国一律であるというふうに今答弁で再確認をしたのですが、やはりその基礎にある報酬と出動手当、これは最低限を総務省が４月１日付で全調査をしたところ、全然払われていないところもあると。低いところもあると。当組合はいいほうだと私は思ってはいるのですが、一体この最低限の報酬というのも、関連で確保されているかどうか。地方交付税どおり、算入されたとおりに分団の団員に払われているかどうか、これがやっぱり一つひっかかったものですから、その点でご答弁をお願いしたいと。

　　以上です。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時３２分

　　　　再開　午前１０時３４分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　報酬、費用弁償並びに退職報償金の関係でございますが、報酬につきましては、先ほど申し上げましたとおり条例で定めた額でございますが、この額については、県内でもトップクラスの報酬を支払っている状況でございます。費用弁償につきましても、前年度議会のご議決をいただきまして、各出動ごとの費用弁償に改正をさせていただいたところでありますが、これは県内の情勢等を見た上で適切な金額とさせていただいたところでございます。また、今回の退職報償金につきましても、政令で定める額以上が望ましいというような扱いでございますが、当組合におきましても、この基準に定められたもの以上に、勤続年数の５年以上10年未満という項目を、８年以上９年未満と９年以上10年未満というような、より優遇された内容となっているところでございます。ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　はい、いいです。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第９号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１０号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第８・議案第10号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。議案第10号・「財産の取得について」質疑を行います。

　　今回13年経過で17万キロを超える車両の更新ということで、新規車両の購入をするわけですけれども、この新規車両の取得に伴う車両の配備計画についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　お答え申し上げます。

　　今回購入いたします高規格救急自動車の配備先の関係でございますが、こちらにつきましては現車両の取扱いにつきまして、配備先につきましては坂戸消防署の西分署となります。

　　以上でございます。

　　　　（「配備計画」の声）

〇髙橋長美警防課長　それと、救急車の配備計画の関係でございますが、先ほどお話ししたとおり、車両計画につきまして、基準年数７年または走行距離20万キロを超えないような計画を立てている関係から、７年から13年としているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木議員。

〇１番（鈴木友之議員）　新規車両の配備はわかったのですけれども、この旧車両についてどのようにされるのかお伺いします。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　現車両につきましては、今後鶴ヶ島救急２号車として、予備車としての配備となりますので、よろしくお願いします。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　議案第10号・「財産の取得について」質疑を行います。

　　ただいま質疑がありましたけれども、今回の入札記録のご説明では、５月19日に２社を指名したということで、特殊車両なので、このぐらいの、２社だけなのかというところで非常に、しかも第１回で落札してしまっているということで、ほとんど競争というに値しないというような状況かなと思うのですが、この点についてはどのようにお考えかということで１つはお尋ねしておきたい。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　指名業者が２社となった理由についてでございますが、平成25年度、26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合競争入札参加資格申請におきまして、消防車両艤装特装の分類で届けのある業者21社のうち仕様書に示す高規格救急自動車を取り扱うことのできる業者は２社のみであったことから、本年５月19日に実施しました、当組合工事請負業者等指名委員会におきまして、昨年度と同様に当該２社を指名したものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。

　　ただいまご答弁いただきまして、登録業者はあっても、そういった車種を製造できて提供できる会社がないということで今ご答弁いただきました。一定やむを得ないということがありますけれども、それではこの値段が高いのか安いのか、妥当だということで落札はしてあるというふうに思いますけれども、今回から消費税も入りまして、３％になって、全部で８％の消費税ということで、１点は、見積もりというのは最低制限価格ですね、はどういうふうに試算してあるのかというのが１つ。

　　もう一つは、消費税の対応はどのように、当初から組み込んであるのかどうか、この点についてお尋ねしておきたいと思います。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　お答え申し上げます。

　　まずはじめに、最低制限価格の関係でございますが、最低制限価格制度はダンピング価格による工事の質の低下を防ぐのが狙いとされていることから、不適格業者を見きわめることができない場合などにこの制度を採用するものと理解しております。また、発注した側からすれば、低価格での発注が望ましいことから、逆に最低制限価格を設けることでコスト削減の足かせになることも考えられるところがあります。いずれにいたしましても、最低価格制度は、工事、製造、その他についての請負契約において、地方公共団体が特に必要があると判断した場合においてのみ採用しているところであり、当組合におきましても構成市同様の対応をしているところでございます。

　　次に、消費税の関係でございますが、こちらにつきましては当初予算のときから予算の中に組み込んであるものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。

　　そうしますと、必要があると認めたときに最低制限価格を設けるということで、今回設けなかった理由というのはどういうことですか。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　お答え申し上げます。

　　今回最低制限価格を設けなかった理由ということでございますが、構成市の状況ですけれども、坂戸市につきましては、設計金額が130万円を超える、建設工事及び建設コンサルタント業務等の入札について最低制限価格を設定しております。また、鶴ヶ島市におきましては、設定金額5,000万円以上の建設工事の入札について最低制限価格を設定していると聞いております。このような状況から、構成市に準じまして、今回につきましては最低制限価格を設けていないということでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　ほかに。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。財産の取得について、確認を込めて１点伺いたいと思います。

　　今回のこの高規格救急自動車に四輪駆動ということで、配車されるのが西分署ということでございまして、今回の２月14日の大雪等もありまして、鶴ヶ島市におきましても、そういう救急車とかではなくて、やっぱりパトロール車なんかの確保なんかも行われておりまして、そういったことが影響しての四輪駆動なのかというふうに思いますが、今後はこういった形で四輪駆動が主流になっていくのか、またはその状況、配置場所によって変えていくのかということについて確認をさせていただきたいと思います。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　お答え申し上げます。

　　今後の四輪駆動車の整備の考え方ということでございますが、今後四輪駆動の整備の考え方につきましては、一般的に四輪駆動につきまして、悪路走行時における安定性が得られるというのがある反面、車両価格及び重量が増し、燃費が悪化するなどのデメリットもありますことから、その都度必要に応じて適正に判断をしていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇６番（山中基充議員）　はい。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第10号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時４５分

　　　　再開　午前１０時５５分

〇森田精一議長　それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第９・一般質問を行います。

　　通告者は１人であります。

　　発言を許可いたします。

　　なお、質問時間につきましては、議会運営についての申し合わせ事項により、執行部の答弁を含め60分以内となっておりますので、ご注意願います。

　　６番・山中基充議員。

　　　　（６番「山中基充議員」登壇）

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、私の一般質問を行わさせていただきます。

　　１、施設等の管理の計画について、公共施設等の総合かつ計画的な管理において、老朽化対策が大きな課題となっており、総務省は本年４月、早急に公共施設等の全体の状況を掌握し、長期的な視点を持って更新、統廃合、長寿命化などの計画を行うための取り組みを求めております。計画策定に要する経費について、平成26年度から３年間にわたり特別交付税措置や地方債の特例措置が設けられていることになっており、構成市同様にそれぞれの一部事務組合として取り組みが必要だと考えます。そこで、お伺いをいたします。

　　（１）、施設等の現況について、消防組合の独自な状況についてお伺いいたします。

　　（２）、公共施設等の維持管理、修繕、更新等にかかわる中長期的な経費の見込みと経費に充当可能な財源の見込みについてお伺いします。

　　（３）、構成市との協議の状況について。

　　（４）、計画の策定について。

　　２番目として、緊急医療情報システムの機能強化についてお伺いいたします。緊急医療情報システムの機能強化について、昨年度末にタブレット購入の予算が県よりつき、いよいよ本格稼働したところですが、現況について、また今後の取り組みについてお伺いをいたします。

　　以上で私の一回目の質問とさせていただきます。

　　　　（６番「山中基充議員」降壇）

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　消防施設等の管理計画についての施設等の現況についてでございますが、常備消防につきましては、この本部庁舎をはじめ鶴ヶ島消防署、分署を含め４署となり、古い建物もあるわけではございますが、既に耐震化に対する対応等は終了しております。また、消防団の車庫、詰所につきましては、坂戸市が16カ所、鶴ヶ島市が４カ所で合計20カ所でございます。このうち昭和56年６月の建築基準法の改正によります新耐震基準以前に建築されました車庫、詰所が、坂戸市が６カ所、鶴ヶ島市が２カ所の合計８カ所でございます。

　　次に、消防組合の独自な状況についてでございますが、ご指摘のありました、平成26年４月22日付総務省からの公共施設等総合管理計画の策定に当たっての指針の策定についての通知によりますと、都道府県、市町村に対しましては、公共施設等総合管理計画の策定を強く要請しているところではございますが、現在のところ一部事務組合に関しまして、策定要請の対象には含まれていないという総務省の見解でございました。しかしながら、今後構成市の公共施設等総合管理計画の策定を踏まえ、関係部局と調整を図り、対応してまいりたいと考えております。

　　次に、公共施設等の維持管理、修繕、更新等に係る中長期的な経費の見込みと経費に充当可能な財源の見込みについてでございますが、現段階では個々の庁舎等の中長期的な改修等の計画が定めていないことから、経費の平準化を考慮し、今後検討してまいりたいと考えております。また、充当可能な財源につきましては、改修等の計画を作成する段階において、構成市の関係部局等と調整を図りながら進めてまいりたいと考えているところでございます。

　　次に、構成市との協議の状況についてでございますが、構成市においては総合管理計画を作成するに当たり、耐震化が済んだ築30年あるいは40年を経過した公共施設等であっても、耐震化が必ずしも長寿命化につながらず、今後大規模な改修も集中することが予想される一方、将来的な人口の減少、高齢化により、施設の統廃合及び税収の落ち込み等による改修費用などの問題もあるように伺っております。消防組合といたしましては、今後構成市の状況を踏まえ、さらに関係部局と協議を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、計画の策定についてでございますが、消防組合につきましても耐震化は行われておりますが、築30年、40年という建物や消防団の車庫、詰所もありますことから、今後構成市の関係部局と施設の改修等の計画につきまして協議を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、救急医療情報システムの機能強化についてお答え申し上げます。埼玉県においては、救急医療体制の充実強化を図るため、救急医療情報システムの機能を改修し、本年３月31日午前９時より新救急医療情報システムが運営開始となりました。これにより、現場においてタブレット端末からデータを閲覧、検索できるようになり、診療科目別、症状別の受け入れ情報、周産期医療、小児重篤患者情報等を得ることができるようになりました。さらに、病院選定中の救急隊が各病院の搬送実績や受け入れ紹介結果も共有することができる機能も追加され、１つの病院に救急車が集中しないよう配慮することも可能となったところであり、現場救急隊からも有益な情報源であるとの声を聞いております。また、今後の取り組みにつきましては、不都合な点等があれば改善点として反映してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。

　　それでは、それぞれに関しまして一問一答での質疑になりますが、大体大まかに内容は掌握いたしましたので、そう多くはならないと思います。

　　施設等の管理につきまして、これについてはかなり、長寿命化というか耐震化が長寿命化につながらないということは、今ご答弁にもありましたとおり、そのとおりでありまして、要は筋交い等を入れても、その筋交いがかかっているコンクリがだめになってしまえば、筋交いはただの、用をなさなくなってくるということで、そこら辺については全然違ってくるわけでございます。

　　また、同じ耐年、状況におきましても、そのメンテナンス次第におきましては、年数がかかりますと、どれだけの状況が、やっぱりその状況はおのおの、特に長い期間があれば変わってくるわけでございますけれども、そういうところでも考慮していただいて、一つ一つの建物、特に消防団の詰所に関しましては、これは所管としては消防組合ですけれども、結局それを建てかえたりするお金は、それぞれ持っている構成市が負担をするということにもなっておりますので、構成市が今つくっている、それぞれのそういった公共施設の管理計画にも当然の、本来のせてこないと、リスクとしては分散してしまうのかなというふうに思っております。

　　そういったことも鑑みまして、早急に構成市と協議をしていただいて計画をつくっていただきたいという旨が１つでございまして、２回目の質問としましては、それぞれのこの建物の築年数、またそういったものの状況等を掌握したものはつくっていくべきではないかと思いますけれども、その点についてお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　ただいまご質問のございました各施設の経過年数等の一覧表でございますが、こちらのほうも当組合としては作成をしておりまして、一例を申し上げますと、各施設の経過年数につきましては、まず常備消防につきましては、大ざっぱに申し上げますと、建設後20年以上経過しております建物は３施設でございます。この本庁舎が昭和48年建設で築41年、坂戸消防署東分署が昭和53年建設で築36年、鶴ヶ島消防署が平成５年の建設で築21年となっております。

　　次に、消防団の車庫、詰所についてでございますが、先ほど申し上げましたとおり、坂戸、鶴ヶ島合わせまして20施設あるわけでございますが、そのうち11施設が20年以上経過しております。また、20年以上30年未満の建物につきましては３施設でございます。残りの８施設が30年以上ということになるわけでございますが、個別に申し上げますと、坂戸分団第１部が昭和44年建設で築45年、大家分団第２部と坂戸分団第２部が昭和47年建設で築42年、鶴ヶ島市消防団第３分団と勝呂分団第１部が昭和48年建設で築41年、鶴ヶ島市消防団第１分団が昭和49年建設で築40年、勝呂分団第２部が昭和53年建設で築36年、入西分団第２部が昭和54年建設で築35年、以上のような状況でございます。

〇森田精一議長　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　昭和45年とか47年とか、もう既に40年以上経過しているところもございます。消防団の詰所に関しましては、全部掌握しておりませんけれども、割と平家建てで、駐車場は、車庫は大きいですけれども、平家建てで耐震的には、あと構造的にも少しもつのかな。普通の二階家とかに比べますともつのかなと思いますけれども、先ほど申し上げたように、それぞれの更新に関しましては、基本的には、所管としては消防組合ですけれども、その負担をするのは各構成市ということでございますので、そういった公共施設のあり方を検討するときに、そのことについて、一部事務組合だということで、それを漏らしてしまうと大きな禍根を残すというふうに思っておりますので、ぜひとも、これはあと要望で結構ですけれども、早急に対応していただければと思っております。

　　それにおきましては、それぞれの建物において計画的に、更新時期が重ならないように、カルテといいまして、それぞれの建物の状況、築年数だけではなくて、実際の状況等も掌握をしながら、同じ構成市の中でもつくっている、それらの計画と同時期に重ならないように、費用の負担が１カ所に集中しないようにということも懸念されておりますので、そういったことも考慮しながら行っていただくように要望させていただきます。

　　次に、緊急医療システムの状況でございますけれども、実際にこの４月から使い始めているということでございますけれども、そのタブレット、当時はｄｏｃｏｍｏが一応電波状況がいいということでありましたので、そのタブレットの種類と、実際に懸念されているのが、使用してみて電波状況等のことに関して等でございます。また、現状の効果については、よくなっているという隊員からの感想がご答弁いただきましたけれども、そこら辺について、改めて使ってみてどのような形だったかということを含めてご答弁いただければと思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　まず、タブレット端末機種の選定についてでございますが、タブレット端末の機種選定については、昨年10月の会議におきまして、タブレット端末の通信会社及び機種について検討いたしました。検討の結果、ｄｏｃｏｍｏ、ａｕ、ＳｏｆｔＢａｎｋ、３社の新システム対応の端末機器の中から、導入後のランニングコストを考慮して、通信会社はｄｏｃｏｍｏに、機種につきましては富士通のアローズに決定したところでございます。また、使用してみての通信状況についてでございますが、現在運用している中で特に不具合等は発生しておりません。

　　また、導入後の効果といいますか、使ってみての対応でございますが、先ほどの答弁の中に、一応救急隊からのいろんな情報源として非常に有益であるというご答弁はさせていただいたところでございますが、その効果につきましては、まだ使用運用期間が３カ月と短く、この効果を反映させるためには多量のデータが必要なことから、現時点における明確な効果そのものはまだわからない状況でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。

　　本システムは、一般質問等でも私も含めてされた方がありまして、佐賀県で取り入れたのが最初だったと思います。救急車に実際に県の職員が入ってみて、救急車の中というのは情報が遮断されている状況だと。唯一携帯電話ぐらいしか情報がなく、その後の確認をするのもわからないという状況の中で、生と死を目の前にした対応をされているという現状の中で、こういったシステムができたというふうに伺っております。また、埼玉県としましても、余りこれは有名になってはいけないことなのですけれども、搬送先がなかなか見つからずに、それで死亡等にまで結びついてしまったということがございまして、こういった改正がなされていったわけでございますので、今後ともそういった事例を生かしていただいて、理解をいたしていただければというふうに思っております。

　　それについて何か、今後の活用等で何かございましたら最後のお答えをいただいて、私の一般質問とさせていただきます。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　現在使用しておりますタブレットにつきまして、現在のところ不具合等は発生はしていないわけでございますけれども、今後現場の救急隊等にも確認をいたしまして、改善点等がありましたら、それらを抽出し、地域ＭＣ協議会を通じまして県のほうに要望してまいる考えでございますので、よろしくお願いいたします。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですね。

　　以上で一般質問を終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事は全て終了いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員の皆様にはご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに対しまして深く感謝を申し上げる次第であります。

　　これから厳しい夏の暑さを迎え、議員各位におかれましてはくれぐれもご自愛のほどをいただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げ、閉会の挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のための発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　議員の皆様におかれましては、大変ご多用の中、全員のご出席を賜り、提出議案４件につきまして可決いただき、心から感謝を申し上げます。

　　それでは、２月議会定例会以降の各種事業及び火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。

　　はじめに、各種事業でありますが、３月９日には救急救命士の国家試験が行われ、新たに２名が資格を取得し、これで当組合における救急救命士は37名となりました。また、今年度も救急救命東京研修所及び埼玉県消防学校救急救命士養成所にそれぞれ１名の派遣を予定しているところであります。

　　４月６日には、坂戸市消防団並びに鶴ヶ島市消防団の辞令交付式を挙行いたしました。議員皆様には早朝からご出席をいただき、誠にありがとうございました。

　　６月22日には、にっさい花みず木の川崎陸送株式会社坂戸流通センターにおきまして、団員の士気の高揚と地域消防活動の充実を目的として、平成26年度消防団消防ポンプ車操法大会を開催し、見事坂戸市消防団入西分団第１部が優勝いたしました。議員皆様におかれましては、雨の中、早朝よりご臨席を賜り、ご指導いただきましたことに対しまして、改めて深く感謝を申し上げる次第であります。

　　次に、火災件数でありますが、本年１月から６月までの火災件数は32件で、前年同期と比較をいたしますと、１件の減となっております。このうち、建物火災は10件であります。

　　次に、救急出場件数でありますが、本年１月から６月までの救急出場件数は3,401件で、前年同期と比較をいたしますと96件の増となっております。

　　当消防組合といたしましても、ますます複雑多様化する各種災害に的確に対応し、住民の負託に応えるべく万全を期してまいる所存でありますので、今後とも議員皆様には変わらざるご支援、ご指導をお願い申し上げます。

　　本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から御礼を申し上げますとともに、いよいよ暑さも厳しくなってまいります。皆様には、健康に十分ご留意をいただき、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時１５分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成26年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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